
食品モニタリング結果（基準値超過率の年次推移） 

● 本年（２０１５年）１月～５月の基準値超過件数は、２１４件（０．１９％） 
● 直近２年（１月～１２月）の超過件数の推移を見ると、２０１３年は１,２３４件（０．３９％）、２０１４年は５７０件
（０．１８％）と年々減少傾向。（２０１２年は２,４０３件（０．８６％）） 
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食品モニタリング結果（基準値超過率の４半期別推移）① 



食品モニタリング結果（基準値超過率の４半期別推移）② 

-13- 



-14- 

食品モニタリング結果（基準値超過率の４半期別推移）③ 
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食品モニタリング結果（基準値超過率の４半期別推移）④ 



福島県産米の全袋検査の概要 
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● 福島県産米は、２０１２年産米より、世界初となる全袋検査を実施し、年間１,０００万袋以上のサンプル検査
を実施。 

● 当該検査により、安全が確認されたものだけが出荷され、基準値を超過したものは隔離・保管を実施。 

基準値(100 Bq/kg)を超える可能性があ

ると判断された場合、ゲルマニウム半導
体検出器による詳細検査を実施 

基準値(100 Bq/kg)を下回ることが確認
されたものには、検査合格ラベルを貼付 

ベルトコンベア式放射性セシウム
検査器に全袋を配置 

出典：福島県庁の資料を基に農林水産省で作成 
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● ２０１２年産米は７１件、２０１３年産米では２８件の基準値超過事例があったが、市場へは流通していない。 

● ２０１４年産米については、２０１５年７月８日現在、基準値を超過したものは震災前から耕作してしなかった
土地で作付・収穫した２件のみ。 

福島県産米の全袋検査の結果（Ｈ２４年産～２６年産） 

出典：福島の恵み安全対策協議会 

・このグラフは、便宜上、スクリーニング検査と詳細検査の結果を合算しております。なお、詳細検査を実施したものは、その結果を反映させています。 

・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計値。 

・割合は、スクリーニング検査と詳細検査の合計点数に対する割合であり、小数点第２位、第４位及び第５位未満を四捨五入しています。 
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福島県の食品安全性確保へ向けた取組（野菜・果実） 

出典：福島県庁 
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福島県の食品安全性確保へ向けた取組（牛肉） 

出典：福島県庁 



漁業者 : 漁船 

同じ地点で定期的なサンプリングを
実施 

漁期に合わせた対象種及び漁業種
類を適切に設定 

福島県の調査船 180検体／週（海水魚） 

放射性セシウム検査 
（福島県農業総合センター） 

1.  厳格なモニタリング検査 2. 試験操業 （２０１４年末現在） 

◆対象種: 57種  
<底引き網: 57種> ミズダコ, スルメイカ他 
<沖合タコカゴ : 57 種> ミズダコ、 ヤナギダコ他 
<船びき網 : 4種> コウナゴ 、シラス,、サヨリ、イシカワシラウオ   
<固定式さし網 : 57種> イシカワシラウオ、ヒラツメガニ、ガザミ、
シロザケ他 
<沿岸カゴ : 57 種>ヒラツメガニ、ワタリガニ、マダコ 、ツブ貝
他 
<潜水 ： 1種> アワビ 
<貝桁網 ： 1種> ホッキガイ 
<流し網 : 57 種>マイワシ、 マサバ、ゴマサバ、ブリ、マアジ他  

福島県の食品安全性確保へ向けた取組（水産物） 

● 福島県は、週あたり約１８０検体の水産物中の放射性セシウムのモニタリング検査を実施。（出荷制限海域を含む全ての
魚種は、ゲルマニウム検査機器を使用し、正確な放射性セシウムレベルを測定） 

● 海域及び漁法を限定し、２０１２年６月に操業を開始した「試験操業」の対象魚種の放射性セシウムは、安定して基準値を
下回っている。福島第一原発から半径２０ｋｍ以内の海域は、操業区域から除外されている。 

● さらに、福島県の取組として、出荷前のスクリーニング検査を実施し、５０Bq/kg以上の放射性セシウムが検出された場合
は、出荷を自粛。 
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福島県の食品安全性確保へ向けた取組（生産段階） 

出典：福島県庁 


